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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和５年７月３１日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

株式会社薩摩川内市観光物産協会 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

鹿児島県薩摩川内市 

所在地 鹿児島県薩摩川内市 

設立時期 平成 25 年４月１日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 60 人【常勤 60人（役員 1人、正職員 29 人、契約・パート 30 人）】 

※非常勤役員 11 名 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

今藤 尚一 

（出身組織名） 

薩摩川内市商工会 

商工会会長として 18 年間リーダーシップを発揮

すると共に、観光物産協会の代表者として地域事

業者の所得向上と雇用の維持拡大こそが全国でも

稀な観光物産協会の使命と明確に打ち出し、積極

経営を展開している。 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

井龍 大「専従」 

経営企画部門で観光、物産分野に携わり、各事業

の運営を行ってきた。当社の経営と、各種団体と

の調整を行う。取組についての最終意思決定を行

う。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

牧野 朝美「専従」 

観光旅行事業部で商品企画、誘客事業に携わり、

地域の観光関係者との関係性を築いてきた。経験

をもとに、地域のブランディング、マーケティン

グを行う。 

財務責任者（ＣＦ

Ｏ：チーフ・フィ

ナンシャル・オフ

ィサー） 

（氏名） 

井龍 大「専従」(兼務) 

 

同上 
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※必ず記入するこ

と 

甑島事業部門責任

者 

(上甑島支店長) 

（氏名） 

瀧津 岳大「専従」 

 

甑島地域において新たな体験型旅行商品の造成や

物産企画開発を行い、地域と連携した観光振興に

取り組む。 

物産部門責任者 

（物産事業部長） 

（氏名） 

満倉 正浩「専従」 

食品の商品開発、Ｅコマース販売の経験を活か

し、地域産品の開発に取り組む。実店舗とＥコマ

ース販売により消費額アップに努める。 

放送部門責任者 

（放送事業部長） 

（氏名） 

楠元 貴宏「専従」 

コミュニティＦＭ事業の運営を担う。メディア事

業として自社での情報発信や、他メディアとの連

携を通して幅広いプロモーションを行う。 

市街地部門責任者 

（中心市街地事業

部長） 

（氏名） 

谷口 和浩「専従」 

市街地部の活性化を目的に、情報発信・イベント

事業、施設管理を行う。飲食店や小売店舗との連

携を図る。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

【薩摩川内市】６部 13課 

薩摩川内市は、平成 21年を観光元年と位置づけて平成 22 年４月から観光課

とシティセールス推進課（令和４年度から観光物産課に改組）を中心にシティ

セールス1（以下「ＣＳ」と略す。）事業及び観光事業を展開してきた。 

現在、副市長を本部長とする「ＣＳ推進本部」において庁内の連携・調整を

図りながら諸事業を進めている。 

 

① 経済ＣＳ部 観光物産課：観光振興事業、物産販路拡大事業、甑島ツーリ

ズム事業プロモーション、マーケティング 

② 〃 経済政策課：企業振興事業、地域公共交通事業 

③ 〃 産業戦略課：企業誘致事業、友好都市交流事業 

④ 〃 文化スポーツ課：スポーツイベント・合宿誘致事業、文化振興事業 

⑤ 〃 国体推進課：国民体育大会に伴う旅行客受入事業 

⑥ 未来政策部 企画政策課：定住支援事業、ぽっちゃん計画2事業 

⑦ 〃 コミュニティ課：コミュニティビジネス事業 

⑧ 市民安全部 環境課：藺牟田池（ラムサール条約登録湿地）観光事業 

⑨ 農林水産部 農業政策課：農産品振興事業 

⑩ 〃 畜産営農課：畜産品振興事業 

⑪ 〃 耕地林務水産課：林産品及び水産品振興事業 

⑫ 建設部 都市整備課：社会資本整備（公園、展望所、トイレ、スポーツ施

設、道路等）事業 

⑬ 教育委員会 社会教育課：文化イベント事業 

連携する事業者名

及び役割 

① 川内商工会議所：企業振興、食イベント事業 

② 薩摩川内市商工会：企業振興、海外販路拡大 

③ 地元金融機関3：企業振興、ビジネスマッチング 

④ 九州旅客鉄道㈱：旅行商品事業 

⑤ 肥薩おれんじ鉄道㈱：旅行商品事業 

⑥ 甑島商船㈱：旅行商品事業 

⑦ 甑島ツーリズム推進協議会：環境保全・活用、観光振興事業 

⑧ 薩摩川内市グリーン・ツーリズム推進協議会（以下、「ＧＴ協議会」と略

す。）：教育旅行受入事業、農家体験事業 

                                            
1 本市は「シティセールス」を「地域観光資源を再度見つめ直して、更に磨きをかけながら市内外へ総合的なプロモーシ
ョンを行うこと」と定義し、雇用拡大と市民所得向上を目標としている。 

2 「ぽっちゃん計画」は、総務省の地域おこし協力隊制度を活用した本市独自の事業である。大都市部の若者を当該地域
に受け入れて地域住民と一緒に旅・食・品に関する商品開発に取り組んでいる。「ぽっちゃん」とは、地域おこし協力
隊員が地域に「ぽっちゃん」としずくのように落ちて地域おこしの波紋が広がることをイメージしている。 

3 「地元金融機関」とは、鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島相互信用金庫、鹿児島信用金庫のことである。 
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⑨ 薩摩川内市ホテル旅館組合、市比野・入来・祁答院・東郷ホテル旅館組

合：宿泊施設魅力向上 

⑩ 鹿児島県飲食業生活衛生同業組合薩摩川内支部：ご当地グルメ開発・販売 

⑪ （ＮＰＯ）薩摩川内市スポーツ協会、薩摩川内スポーツコミッション：スポーツ合宿

事業 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】② 

（概要）観光資源の関係者、宿泊事業者、交通事業者、商工会、行政が参画

し、本法人が事務局を務める協議会を設置 

〔参考〕登録要件   
①取締役、理事など観光地域づくり法人の意思決定に関与できる立場で行政、

文化、スポーツ、農林漁業、交通等の幅広い分野の関係団体の代表者が参画 

②観光地域づくり法人が主導して行政や関係団体をメンバーとするワーキング

グループなどの委員会等を設置 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

・薩摩川内市ＣＳサポーター制度 

観光イベントや観光誘客が期待できる話題を告知しようと、市が設けた制度で

ある。当協会と市はサポーターに対して情報を提供し、各サポーターにはボラ

ンティアとして各自の知り合いに口コミやＳＮＳで話題を広げていただく。 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

（活動の概要） 

当協会は会社設立4後、経営企画部、観光旅行事業部、物産事業部及びこしき

しま事業部を置き、諸事業を展開してきた。平成 27 年 10 月には株式会社まち

づくり薩摩川内を吸収合併して放送事業、中心市街地事業が新たに加わった。 

現在、観光旅行事業部は第二種の旅行業を登録し、観光案内、観光イベント

の企画運営、「きゃんぱく5」など着地型旅行の主催や旅行ユニット商品の企

画・卸販売、旅行会社のランドオペレーション業務の受託、観光ツアー誘致、

ＧＴ協議会の運営等を行っている。 

物産事業部は、地域商社として海外も含めた市外販路の拡大をはじめ、川内

駅物産施設（駅市 薩摩川内）や通信販売サイトの運営と、商品開発等に取組

んでいる。 

こしきしま事業は、観光案内やイベント運営のほか、甑島ツーリズム推進協

議会の観光振興部会の事務局を担い、観光素材の開発やサービス向上に努め

る。 

放送事業部はコミュニティＦＭのＦＭさつませんだい(87.1MHz)を運営して

おり、市民をはじめ来訪者向けの情報提供を担っている。 

中心市街地事業部は、休憩所「まちあいサロン」を拠点とし、市街地の情報

発信、空き店舗解消の事業やイベント等に取組み、市街地の活性化に取り組ん

でいる。 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・2013 年メルマガ配信（継続） 

 ＣＳサポーターへ毎週メルマガの配信を行う。 

・2013 年観光サイトの運営（継続） 

 市観光サイトを市と共同で運営、管理している。 

・2019 年サムライツーリズムプロモーション事業 

                                            
4 当協会は、平成 25 年４月に当時の NPO 法人薩摩川内市観光協会と薩摩川内市特産品協会が合併して発足した。当協会の
ウェブサイトは、https://satsumasendai.gr.jp/であり、当協会と薩摩川内市の共同で運営している。 

5 「きゃんぱく」の正式名称は、「薩摩川内スピリッツ・きやんせ博覧会」であり、市内各地で有料の着地型の観光体験
プログラムやバスツアー等を提供する旅行商品である。旅行会社が販売する旅行商品に組み入れられたプログラムもあ
る。https://canpak.jp 平成 22 年度から、冊子・チラシ・Web で体験プログラムを提供し、市内外からの参加者がい
る。 

http://satsumasendai.gr.jp/organization-overview/
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インバウンドによる観光客を誘客するため、羽田空港でイベ

ントを開催し、チラシ等を配布した。 

・2021 年インスタグラムキャンペーン 

 ハッシュタグキャンペーンによる投稿と市公式インスタグ

ラムのフォロワーを増加した。 

受入環境の

整備 

・2014 年甑島ワンストップ窓口の設置（継続） 

甑島の観光促進に向けて、観光予約・手配を行うワンスト

ップ窓口を設置した。 

・2015 年公認観光ガイド事業 

旅行客の安全性と利便性を高め、おもてなしあふれる案内

サービスとガイドの資質向上を図るため、薩摩川内市観光ガ

イド公認制度を作り、公認観光ガイドを認証した。 

・2016 年 JNTO 認定外国人観光案内所 

案内所の機能向上のため、川内駅と入来麓の観光案内所を登

録した。 

・2022 年観光ガイド育成事業 

 本土側ガイドの研修 

観光資源の

磨き上げ 

・2013 年きゃんぱく事業（継続） 

体験型プログラムの磨き上げを行う。 

・2016 年観光地魅力創造事業（サムライツーリズム推進） 

 入来麓武家屋敷群を中心とする「サムライ文化」をテーマ

に外国人向けの「サムライツーリズム」の確立、情報発信 

・2017 年観光地魅力想像事業（川内高城温泉観光地域づくり） 

 川内高城温泉において観光動向や素材を調査し、地域活性

化につながる資源の磨き上げを行い、商品づくりを行った。 

・2019・2020 年 世界水準の DMO 形成促進事業、2021 年 

世界に誇る観光地を形成するための DMO 体制整備事業 

 専門家とともにインバウンド向け体験型コンテンツの造成 

・2022 年地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板

商品の創出事業 

 甑島の「釣り」「島山」コンテンツの整理、発信 

 

【定量的な評価】 

 
 

 2020 年度 
(令和 2年度) 

2021 年度 
(令和 3年度) 

2022 年度 
(令和 4年度) 

純売上高 462,766 千円 549,250 千円 589,101 千円 

うち観光物産に関する

事業※市受託事業を除く 
262,603 千円 325,572 千円 365,691 千円 

純利益 6,906 千円 6,736 千円 8,146 千円 

取引業者数・従業員数 
※毎年 5月 1日時点 

220 社 

2,871 人 

228 社 

2,930 人 

255 社 

3,032 人 
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実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

当協会を事務局とした、観光資源の関係者、宿泊事業者、交通事業者、商工

会、行政で構成する「薩摩川内市観光ＤＭＯ連絡会」にて、取り組みに対する

協議、連携強化を図っている。 

 

【実施体制図】 

 
 

 

２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

【区域設定の考え方】 

薩摩川内市は平成 16 年 10 月に全国でも稀な外界離島（甑島列島）を含む９市町村が合併し誕生し

た人口約９万１千人の都市である。その市域面積は 682.94 平方キロメートルと九州でも有数の広さを

有しており、離島を含む広域であることと９市町村という広域合併であったこと等を鑑み、当協会

は、単独市による区域をマーケティング・マネジメント区域として設定する。 
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【観光客の実態等】 

 単位 
2018 年度 
(Ｈ30 年度) 

2019 年度 
(Ｒ1 年度) 

2020 年度 
(Ｒ2 年度) 

2021 年度 
(Ｒ3 年度) 

2022 年度 
(Ｒ4 年度) 

観光客数 人 3,608,053 3,476,442 2,586,365 2,744,126 2,853,405 

うち 

宿泊者数 
人 340,569 341,103 293,796 286,421 312,214 

観光ガイド 

案内件数 
件 273 205 203 209 293 

甑島商船 

旅行会社経由 

乗船者数 

人 8,558 9,247 11,169 13,975 14,360 

教育旅行 

受け入れ人数 
人 1,043 525 0 0 12 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

市内の主要な観光資源については、以下の活用区分を基本に関係者が実施する諸事業と戦略を共有

して活用を図る。 

区分 概要 

景

観 

食 商

品

開

発 

地

域

づ

く

り 

滞

在 

イ

ベ

ン

ト 

物

産

販

売 

ガ

イ

ド 

観光 

スポーツ 

施設 

せんだい宇宙館、川内歴史資料館・川内まごこ

ろ文学館、旧増田家住宅・入来郷土館、生態系

保存資料館アクアイム、下甑郷土館、甲冑工房

丸武、国立天文台ＶＥＲＡ入来観測局、ＳＳプ

ラザせんだい 

  ○ ○ ○ ○  ○ 

薩摩川内市総合運動公園、樋脇総合運動場、樋

脇グラウンドゴルフ場、樋脇屋外人工芝競技

場、入来総合運動場、丸山自然公園 

    ○ ○   

駅市 薩摩川内（川内駅）、道の駅樋脇遊湯館、

薩摩海食堂、ターミナル（川内港、里港、長浜

港）、甑島活性化施設（中甑、手打）、川内とれ

たて市場 

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

自然 

食・食材 

寺山公園、川内川あらし、西方海水浴場、藤本

の滝、藺牟田池（ラムサール条約登録湿地）、

甑島国定公園、長目の浜、瀬尾観音三滝、鹿島

断崖、ナポレオン岩、手打海岸 

○  ○ ○ ○ ○  ○ 

川内高城温泉（名湯百選）、市比野温泉、藺牟

田温泉川内市街地温泉、入来温泉 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

カノコユリ ○  ○ ○ ○  ○ ○ 

いちご、ごぼう、らっきょう、きんかん、ぶど

う、茶、水稲、海洋深層水 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

歴史 

文化 

産業 

新田神社・可愛山陵、薩摩国分寺跡、泰平寺、

倉野磨崖仏、藤川天神、入来麓武家屋敷群（日

本遺産、国選定重要伝統的建造物保存地区）、

清色城跡（国指定）、内之尾の棚田（棚田百

選）、里麓武家屋敷群（日本遺産）、手打麓武家

屋敷群（日本遺産）、こしきミュージアム（恐

竜化石展示施設）、助八古道 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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入来神舞、東郷文弥節人形浄瑠璃（国指定）、

甑島のトシドン（ユネスコ無形文化遺産） 
  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

川内川（長崎堤防、江の口橋、輪中提）、次世

代エネルギー施設（バイオマス、風力、小水力

等）、甑大橋 

○  ○  ○ ○  ○ 

イベント 

川内大綱引、川内川花火大会、薩摩川内はんや

まつり、市比野温泉よさこい祭り、甑マラソン

大会等 

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※表中の○は活用区分に該当することを示している。区分は景観：景観形成・保全、食：食の提供、商品開

発：旅・食・品に関する商品開発、地域づくり：観光地域づくり、滞在：滞在コンテンツ・プログラムの提

供、イベント：観光イベントの実施、物産販売：関連商品の販売、ガイド：観光ガイドサービスの提供の意

味である。 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

１．区域までの交通 

①飛行機 

  東 京～鹿児島空港 約 95 分 

  名古屋～鹿児島空港 約 75 分 

  大 阪～鹿児島空港 約 65 分 
  ※鹿児島空港～川内駅リムジンバス 約 70 分 

②九州新幹線 

  博多駅～川内駅 （最速）  約 75 分 

  新大阪駅～川内駅（最速）  約 236 分 

鹿児島中央駅～川内駅（最速）約 13 分 

③自動車 

  鹿児島空港～本市 約 70 分 

  鹿児島市～南九州西回り自動車道 

「薩摩川内都ＩＣ」 約 30 分 

  九州自動車道「横川ＩＣ」～本市 約 70 分 

④肥薩おれんじ鉄道 
  八代駅～川内駅 約 150 分 

 

２．区域内交通 

①路線バス  一般路線バス 約 30 系統 約 280 便（平日最大） 

くるくるバス ２系統 26 便（平日最大）※中心市街地を１周 50 分で回る循環型バス  

その他の循環・横断バスなど 33 系統 225 便（平日最大） 

②タクシー  10 社 164 台 

地域区分6 
ホテル 旅館 民宿 

簡易宿泊 

その他 
計 

軒数 収容人数 軒数 収容人数 軒数 収容人数 軒数 収容人数 軒数 収容人数 

市街地 9 1,027 4 114 7 214 2 313 22 1,668 

市街地周辺 1 0 2 39 4 74 1 8 8 121 

田園地域 3 251 7 341 0 0 4 90 14 682 

甑島地域 3 180 6 151 14 189 4 82 27 602 

計 16 1,458 19 645 25 477 11 493 71 3,073 

                                            
6 「地域区分」について、「市街地」は、本市の隈之城、川内、平佐西、可愛、亀山、育英、永利及び高来地区、「市

街地周辺」は、平佐東、水引、峰山、滄浪、寄田、八幡、城上、吉川、陽成、湯田、西方地区、「田園地域」は樋
脇町、入来町、東郷町、祁答院町、「甑島地域」は里町、上甑町、下甑町、鹿島町で区分する。 
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③レンタカー 18 社（本土 11社、上甑島 ４社、下甑島 ３社） 

④観光バス  １路線（甑島・期間限定運行） 

⑤甑島航路（甑島商船㈱） 

 川内港～甑島（里港、長浜港） 「高速船甑島」毎日２往復 
※高速船甑島は定員 200 人 

※川内駅～川内港（川内港ターミナル）にシャトルバス有 

串木野新港～甑島（里港、鹿島港、長浜港） 「フェリーニューこしき」毎日２往復 
※フェリーニューこしきは定員 400 人、乗用車 19 台＋8t トラック 6 台又は乗用車 41 台 

※川内駅～串木野新港（いちき串木野市）にシャトルバス有 

 

【外国人観光客への対応】 

「道の駅樋脇」「川内駅観光案内所」「入来麓観光案内所」が外国人観光案内所に認定（JNTO

日本政府観光局）されている。※サービス内容：地域の観光案内を提供、パートタイムや電話通訳等で英語

対応が可能等 

パンフレットは、英・中・台・韓を制作している。外国語対応が出来る当市公認ガイドも認定し

ている。 

 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。 

アンケート調査、延べ宿泊者数によ

り算出。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 対象施設に調査票を送付し実施す

る。 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

甑島来訪者アンケート調査により実

施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

甑島来訪者アンケート調査により実

施。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

薩摩川内観光物産ガイド「こころ」

を活用して実施。 

住民満足度 検討中 検討中 

 

 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
※地域経済、社会等の状況を踏まえた観光地域づくりの背景 

 

（例）〇〇市では、人口減少が進んでおり、就業者数の最も多い農林水産業においても高齢化等の影

響で就業者や事業所が減少傾向にある。こうした地域の課題に対し、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）

を中心として既存の観光資源を活用した観光地域づくりを図り、新たな雇用の創出や担い手不足の解

消、交流人口の増加につなげることとしている。 

 

薩摩川内市では、人口減少等による地域経済の縮小化が懸念される中、旅・食・品をキーワードにし

た観光産業の振興の重要性は高まり、交流人口の拡大が求められている。より魅力ある観光地づくり
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を進めるためには、「シティセールスと観光物産ビジネス」に携わる団体・企業や市民が、様々な取

組について「自分事」として考え、自らの役割を果たすことが強く求められる。 

 このため、観光地域づくり法人を中心に地域全体の取組とすることで、地域経済に好循環をもたら

す仕組みを作る。 

 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 

･自地域で積極的に活用できる強みは何

か？ 
① 豊富な歴史的・文化的遺産や伝統文化 

② 豊富な自然環境や温泉資源 

③ 知名度の高い祭りやイベント 

④ 中国（常熟市）・韓国（昌寧郡）との友好都

市締結 

⑤ 多様な農産物 

⑥ 有数の好漁場（甑島地域の周辺海域） 

⑦ 海洋深層水の採水（九州で唯一） 

⑧ 高等教育機関等の立地（鹿児島純心大学、

ポリテクカレッジ川内） 

⑨ 次世代エネルギーによるまちづくり 

⑩ コミュニティビジネスへの前向きな取り組

み 

⑪ 定住支援施策の充実 
⑫ コンベンション施設の開業 

弱み（Weaknesses） 

 

･自地域で改善を必要とする弱みは何

か？ 
① 長期的に増加傾向にあるゴールド集落7 

② 少子化による学校の統廃合及び廃校によ

る、地域での子ども達を中心とした活動の

衰退 

③ 根強く残る性別による固定的な役割分担意

識や、これに基づく社会通念や慣行 

④ 観光人材不足 

⑤ 文化ホールや公民館など公共施設の老朽化

の進行による、維持費の増大 
⑥ 離島の医療体制 、移住環境 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

 

･自地域にとって追い風となる要素は何

か？ 
① インバウンドの進展 

② 六次産業化・農商工連携への関心の高まり 

③ 健康やスポーツに対する関心の高まり 

④ 九州新幹線の開業による観光交流人口及び

経済波及効果の拡大 

⑤ 南九州自動車道の整備推進 

⑥ 甑島の国定公園指定 

⑦ 甑大橋の完成 

⑧ コミュニティやソーシャルビジネスによる

地域課題の解決手法の広がり 

⑨ 地域の文化・芸術に対する関心の高まり 
⑩ 情報通信技術の利活用の広がり 

脅威（Threat） 

 

･自地域にとって逆風となる要素は何

か？ 
① 少子高齢化の進行、人口減少 

② 社会保障関連経費の急速な増大 

③ 文化財の保存継承の危機（少子高齢化によ

る後継者不足や文化財保存継承に対する認

識不足等） 

④ 原子力発電所の安全性に対する国民の関心

の高まり 

⑤ 公共事業費の削減 

⑥ 社会基盤・公共施設の老朽化の進行によ

る、維持費・更新費の増大 

 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 

                                            
7 「ゴールド集落」とは 65 歳以上の人口が 50%以上の自治会のことで、本市独自の名称である。 
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○第１ターゲット層  

※ターゲット層については、地域だけでなく、国・地域・世代・誘客のテーマ等の顧客の属性による

設定が考えられる。 

（例）香港・台湾を中心とした東南アジア、３０～５０代のリピーター 

 

福岡、熊本、関東、関西からの 40代以上 

○選定の理由 

※４．戦略（１）・（２）の分析を踏まえたターゲット層の設定であることを説明すること。 

（例）他地域と比較して当該ターゲット層の来訪が著しく多く、また市場としても今後拡大傾向にあ

るため。 

  

甑島個人型旅行商品の利用者実績によると、コロナ禍の 2020・2021 年度では県外顧客の割合が１～

２割であったが、2022 年度は４割近くまで回復している。また新幹線沿線の都市圏と首都圏の利用者

と、40 代のファミリー層やシニア層の来訪が多く、今後の増加が見込まれる。 

 

○取組方針 

（例）満足度調査の充実などにより再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲ

ット層に強力に訴求するコンテンツを磨き上げる。 

 

・宿泊、体験、交通をセットにした商品造成、エリア内旅行会社への営業 

・ホームページの充実、メディアを活用したプロモーション 

・郷土会（関東・関西）向けセールスの実施 

・ＳＮＳ広告 

 

○第２ターゲット層  

鹿児島市および鹿児島県内近隣市町村の 30代～40 代、及び 60代以上 

○選定の理由 

鹿児島市は当市の隣接市であり新幹線、高速道路で結ばれており、アクセス利便性が良く来訪者が訪

れやすい環境である。 

甑島個人型旅行商品の利用者実績によると、市外県内顧客は 2021 年度７割と比べて 2022 年度は５割

と減少しているが、距離的にもリピーターになりやすく、強化する必要がある。 

また当市が力をいれている「きゃんぱく」は、四季折々を楽しめる商品を用意しており、アクセスの

よい近隣市町村のお客様に何度でも楽しんでいただけるように商品化をしており、アクティブな 30

代～40 代に対して訴求できる。 

 

○取組方針 

・体験型プログラム造成、プロモーション実施 

・日帰りバス旅の企画販売 

・ローカルメディアへの露出強化 

○第３ターゲット層 

アジア（中国（上海）、韓国、台湾、香港）からの訪日外国人 

○選定の理由 

今後、鹿児島空港の就航路線として定期便の復活が見込まれること、このうち中国（常熟市）・韓国

（昌寧郡）に関しては、友好都市が所在し、これまで培った人的ネットワークを活かして誘客を図れ

るため。 

 

○取組方針 

・国内旅行者向け商品のインバウンド対応化 

・友好都市の旅行会社に対するセールス活動 

・インバウンドのランドオペレーターの招聘事業 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト ※他地域と明確に区別できる特徴・価値等を来訪者に伝える表現を簡潔に設

定すること。 

 

ＫＵＲＡＳＨＩ ＳＡＴＳＵＭＡ 

～当たり前。といえる幸せ。～ 

②コンセプトの考え方 ※地域が目指すべき姿を明確にし、そのために地域ならではの産業、伝統、

食、住、風習等やそこから導き出される区域の特徴（強み、価値）を、①

コンセプトにどのように反映させているかについて他地域との差別化も踏

まえて記入すること。 

※（１）～（３）のデータ分析の内容を踏まえて作成したコンセプトである

ことを説明すること。 

 

地域には、皆が当たり前と思っている事が他地域では当たり前ではないモ

ノ、コトがたくさんある。自然、歴史、食、空間、そして人にフォーカスし

て、当たり前と言える素晴らしい鹿児島、薩摩を提案していく。そして、地

域一体となった観光地域づくりを行う。 

この理念の下、西暦 702 年に薩摩国府が置かれた当市が、鹿児島のリーディ

ングタウンとして鹿児島の文化を発信する役割を担い、市内外、国内外のお

客様に「薩摩の暮らし」を知って頂きたい。 

 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

※戦略の共有方法について記入すること 

（例）部会、ワーキンググループ、ＨＰ、事業報告書の説明会 

 

（例）ＤＭＯを中心として、地域の関連事業者を集めてコミュニーショ

ンの場を〇月に１回程度設けるとともに、関連事業者に対してのコンサ

ルティング等を実施。 

 

（例）活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や取組による地域経

済・社会の変化の分析結果等を記載した事業報告書を作成し、地域の関

係者に説明を行うとともに、ＨＰで公表。 

 

○薩摩川内市観光ＤＭＯ連絡会 

・当協会を事務局とした、市と関係事業者、地域事業者等で構成する

「薩摩川内市観光ＤＭＯ連絡会」にて、取り組みに対する協議、連携強

化を図っている。（年２回） 

 

○甑島ツーリズム推進協議会 

・市の「甑島ツーリズムビジョン」を推進するための甑島ツーリズム推

進協議会（会長：市長）において当協会は委員として参画している。ま



様式１ 

12 

 

た、下部組織の観光振興部会活動の事務局を担い主導している。（２カ

月に１回） 

 

○株主総会、取締役会 

・株主及び取締役は、市、経済団体、観光関係者がで構成されている。

年１回の株主総会と、四半期ごとの取締役会において戦略の協議と共有

を行っている。 

 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

（例）飲食店や宿泊施設をはじめとする地域が提供する観光サービスに

係る品質保証制度を実施。 

 

○きゃんぱく事業 

・体験プログラムを実施するパートナーを発掘しながら体験プログラム

の開発等を支援している。参加者へのアンケート調査を行い、参加者の

分析、プログラムに対する評価をパートナーへフィードバックし改善す

るとともに、プログラムの開発に活用している。 

 

○公認観光ガイド 

・市観光ガイド公認制度の運営を担い、研修を受けたガイドを公認ガイ

ドとして認定している。 

 

○観光案内所運営 

・市が設置する川内駅、入来麓、上甑島及び下甑島の観光案内所の運営

を担っている。甑島観光のワンストップ窓口（電話・メール問合せ・ウ

ェブサイト）である「こしきしま観光局」を運用している。 

・お客様から受ける意見・要望等やアンケート結果を関係部署と共有

し、サービスの向上に努めている。 

 

○旅行会社調査 

・ツアー誘致の旅行会社に対して、ツアー行程の交通、宿泊、食事、立

ち寄り場所に関する評価（満足度）を得て、関係者間で共有し改善を図

る。 

 

○甑島ツーリズム推進協議会 

・同協議会内の観光振興部会の事務局として、地域の観光関係者と受入

体制の確認、評価と戦略の協議、商品開発を行っている。 

 

○ＧＴ協議会 

・修学旅行生の受け入れを行う同協議会の事務局を担っている。受け入

れ家庭に対してアンケート調査を行い、意見の共有とサービスの品質向

上に取り組んでいる。 

 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

（例）ワンストップ窓口の実施、ＳＮＳを利用した効果的なプロモーシ

ョンの実施。 

○ワンストップ窓口 

・旅行業の資格を持っており、個人へのプロモーションや商談会等での

旅行会社への誘致活動から、旅の手配や予約をワンストップで受けるこ

とが可能である。 
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○ＷＥＢ 

・観光サイトを市と共同で運用している。 

・ＳＮＳでの情報発信を行っている。 

・ＣＳサポーター向けに情報提供（メルマガ）を行っている。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 

 

 

６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

薩摩川内市を対象とした地域ＤＭＯとして、薩摩川内市観光物産課と連携を密にしながら活動を実

施することから、観光物産課が調査を行っている薩摩川内市観光統計と甑島来訪者アンケート調査結

果をＫＰＩとして採用。 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

薩摩川内市観光統計調査及びアンケートの数字を元に、延べ宿泊者数をベースに DMO 独自で KPI を

設定。 

●延べ宿泊者数 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

4,350 4,960 5,120 5,950 6,800 7,038 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

4,940 4,610 5,191 
   

（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

290 310 320 350 400 414 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

294 286 312 
   

（0） （0） （7） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

- - - 95 95 95 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

- 96 96 
   

（ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

- - - 30 30 30 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

- 33 25 
   

（ ） （ ） （ ） 
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薩摩川内市観光統計調査の数字を元に、市総合計画を踏まえて KPI を設定。2023 年度は鹿児島国体

もあり新型コロナウィルス感染症拡大以前に戻し、2024 年度は 40 万人を目指す。 

●来訪者満足度 

（Ｒ５年度より変更）甑島来訪者アンケート調査より、95％という高水準を維持・継続させる。 

●リピーター率 

（Ｒ５年度より変更）甑島来訪者アンケート調査より、旅行関係の来訪者のリピーター率を DMO 独

自で KPI を設定。２か年の平均より 30％のリピーター率を設定した。 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

交流人口や宿泊者増加のため、地域の素材を掘り起こし、旅行商品を企画、造成して、自社での販

売を強化していかなければならない。あわせて、ホームページやＳＮＳを活用した情報発信が必要な

ため、販売額、アクセス数をＫＰＩとして設定した。 

【設定にあたっての考え方】 

●着地型旅行商品販売額 

ワンストップ窓口での手配や、自社ツアー、パック商品の販売、旅行会社へのユニット卸など

着地型旅行商品の販売を指す。マイクロツーリズム・旅行助成によりコロナ前の２倍ほどになっ

たが、継続して毎年５％アップを目指す。 

●ＷＥＢアクセス数 

情報発信サイト「薩摩川内観光物産ガイドこころ」アクセス数は、2021 年度から 2022 年度の増

加を考慮し、毎年５千件増加を目指す。 

 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

486,641 千（円） 【収益事業収入】 294,281 千        （円） 

【市受託収入】   168,485 千 

【国からの補助金】17,091 千 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●着地型旅行商

品販売額 

（千円） 

目

標 

38,450 102,470 113,200 86,400 90,720 95,256 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

88,747 95,356 81,439    

（ ） （ ） （ ） 

●ＷＥＢアクセ

ス数 

（件） 

目

標 

577,000 600,000 700,000 720,000 725,000 730,000 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

721,868 708,706 714,737 
   

（ ） （ ） （ ） 
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【その他収入】     6,785 千 

2021（Ｒ３） 

年度 

558,779 千（円） 【収益事業収入】 358,460 千        （円） 

【市受託収入】   190,790 千 

【国からの補助金】 4,512 千 

【その他収入】     5,018 千 

2022（Ｒ４） 

年度 

599,890 千（円） 【収益事業収入】 400,346 千        （円） 

【市受託収入】   188,755 千 

【国からの補助金】 5,940 千 

【その他収入】     4,850 千 

2023（Ｒ５） 

年度 

601,050 千（円） 【収益事業収入】 410,550 千        （円） 

【市受託収入】   188,370 千 

【国からの補助金】     0 千 

【その他収入】     2,130 千 

2024（Ｒ６） 

年度 

614,000 千（円） 【収益事業収入】 423,000 千        （円） 

【市受託収入】   189,000 千 

【国からの補助金】     0 千 

【その他収入】     2,000 千 

2025（Ｒ７） 

年度 

628,000 千（円） 【収益事業収入】 436,000 千        （円） 

【市受託収入】   190,000 千 

【国からの補助金】     0 千 

【その他収入】     2,000 千 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

479,735 千（円） 【収益事業費】  292,753 千        （円） 

【観光振興費】   89,193 千 

【物産振興費】   36,575 千 

【その他事業費】 33,854 千 

【管理費】       27,361 千 

2021（Ｒ３） 

年度 

552,043 千（円） 【収益事業費】  348,604 千        （円） 

【観光振興費】   86,035 千 

【物産振興費】   47,961 千 

【その他事業費】 39,663 千 

【管理費】       29,780 千 

2022（Ｒ４） 

年度 

591,744 千（円） 【収益事業費】  382,781 千        （円） 

【観光振興費】   82,596 千 

【物産振興費】   60,444 千 

【その他事業費】 33,100 千 

【管理費】       32,822 千 

2023（Ｒ５） 

年度 

592,330 千（円） 【収益事業費】  386,580 千        （円） 

【観光振興費】   76,830 千 

【物産振興費】   41,950 千 

【その他事業費】 54,320 千 

【管理費】       32,650 千 

2024（Ｒ６） 

年度 

606,000 千（円） 【収益事業費】  402,000 千        （円） 

【観光振興費】   77,000 千 

【物産振興費】   42,000 千 

【その他事業費】 53,000 千 

【管理費】       32,000 千 
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2025（Ｒ７） 

年度 

619,000 千（円） 【収益事業費】  414,000 千        （円） 

【観光振興費】   78,000 千 

【物産振興費】   42,000 千 

【その他事業費】 53,000 千 

【管理費】       32,000 千 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
区域を構成する地方公共団体における宿泊税の導入、着地型旅行商品の造成･販売等の取組･方針を記

載 

 

市の業務委託や指定管理業務等の受託のほか、第二種旅行業者として着地型旅行の主催や旅行ユニッ

ト商品の企画・卸販売、旅行会社の手配業務の受託と、地域商社として物産の仲介・卸販売、川内駅

物産施設（駅市 薩摩川内）やＥコマースでの小売販売により収益を獲得する。 

 
 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

※設定対象区域の都道府県及び市町村が、本法人を当該都道府県・市町村における観光地域づくり法

人として認める旨を含む意見を記入すること。 

（例）○○都道府県、☓☓市町村は、△△法人を当該都道府県及び市町村における（広域連携ＤＭ

Ｏ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ）として登録したいので△△法人とともに申請します。 

 

鹿児島県薩摩川内市は、株式会社薩摩川内市観光物産協会を本市における「地域ＤＭＯ」として登録

したいので、株式会社薩摩川内市観光物産協会とともに申請する。 

 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

（例）エリアが重複する●●ＤＭＯとは、月に一度の連絡会を行い、各取組の意見交換を行ってい

る。 

 

【区域が重複する背景】 

 

【重複区域における、それぞれの DMO の役割分担について】 

※重複する活動がないか、第三者から見た際に合理的と捉えられる役割分担になっているか等を踏ま

えて記入すること。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 
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１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 牧野 朝美 

担当部署名（役職） 観光旅行事業部（主任） 

郵便番号 〒895-0024 

所在地 鹿児島県薩摩川内市鳥追町１番１号 

電話番号（直通） 0996-25-4700 

ＦＡＸ番号 0996-25-4739 

Ｅ－ｍａｉｌ dmo@cocoro-satsumasendai.co.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 鹿児島県薩摩川内市 

担当者氏名 中島 万季 

担当部署名（役職） 経済シティセールス部観光物産課 

（観光シティセールスグループ員） 

郵便番号 〒895-8650 

所在地 鹿児島県薩摩川内市神田町３番 22号 

電話番号（直通） 0996-22-8115（内線 6221） 

ＦＡＸ番号 0996-23-5211 

Ｅ－ｍａｉｌ cs@city.satsumasendai.lg.jp 

 
 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】 鹿児島県薩摩川内市
【設立時期】 ２０１３年４月１日
【設立経緯】 ③区域の観光協会がＤＭＯに移行
【代表者】 井龍 大
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 牧野 朝美
【財務責任者（ＣＦＯ）】 井龍 大
【職員数】 60人【常勤60人（役員1人、正職員29人、契約・パート30人）】
【主な収入】 収益事業400百万円、市受託事業189百万円（2022年度決
算）
【総支出】 収益事業383百万円、観光振興83百万円、物産振興60百万
円、その他事業33百万円、管理費33百万円（2022年度決算）
【連携する主な事業者】
川内商工会議所、薩摩川内市商工会、九州旅客鉄道、肥薩おれんじ
鉄道、甑島商船、甑島ツーリズム推進協議会、薩摩川内市グリーン・
ツーリズム推進協議会、薩摩川内市ホテル旅館組合、市比野・入来・祁
答院・東郷ホテル旅館組合、鹿児島県飲食業生活衛生同業組合薩摩
川内支部、等

項目
2020
（R2）年

2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
4,350 4,960 5,120 5,950 6,800 7,038

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
4,940 4,610 5,191

― ― ―
( ) (  ) (  )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
290 310 320 350 400 414

( ) (  ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
294 286 312

― ― ―
( 0 ) ( 0 ) ( 7 )

来訪者
満足度

(％)

目標
- - - 95 95 95

( ) ( ) ( ) (  ) ( ) ( )

実績
- 96 96

― ― ―
( ) ( ) (  )

リピーター率
(％)

目標
- - - 30 30 30

( ) (  ) ( ) ( ) (  ) ( )

実績
- 33 25

― ― ―
( ) ( ) ( )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月３１日

【主なターゲット】
福岡、熊本、関東、関西からの40代以上

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
・宿泊、体験、交通をセットにした商品造成、エリア
内旅行会社への営業
・ホームページの充実、メディアを活用したプロモー
ション、ＳＮＳ広告

【観光地域づくりのコンセプト】
ＫＵＲＡＳＨＩ ＳＡＴＳＵＭＡ
～当たり前。といえる幸せ。～

【観光資源の磨き上げ】
・体験型プログラムの磨き上げ
・甑島の「釣り」「島山」コンテンツの
整理、発信
・在日外国人モニターツアー

【受入環境整備】
・甑島ワンストップ窓口の設置
・公認観光ガイドの認定、ガイド研修

【情報発信・プロモーション】
・メルマガ配信
・観光サイトの運営
・SNS配信

【その他】
・旅行手配、ツアー企画
・観光周遊バス運行
・イベント事務局

写真

写真

（登録）【地域ＤＭＯ】株式会社薩摩川内市観光物産協会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


